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諫早市教育委員会



げ

このたぴ，平山遺跡 B地点（みはる台小学校用地）の埋蔵文化財

発掘調査報告書を発刊することになりました。

これは昭和54年に発掘調査を実施したものです。

諫早市立土師野尾小学校の校舎が老朽化し，新校舎を建造するこ

とになり，当時，教育委員会としても地元関係町としても，今まで

の阻地に建造するか，他の場所に移転をして建造するか，数多〈の

され，その結果現在のみはる台小学校（巧所に決定いたしま

しfこところが，この附近一帯は埋蔵文化詞(l)包蔵地として周知さ

訊ており，直ちに県敦育委員会と

を行ったものであります。

地下

を持ち，

迄
~
）

ーし
／
 i

4
 

は私たち

し伝えることこそ，

をしヽ ただき，

で由り -

で

あると存じます。しかし一方開発事業のだ鳳どうしても

を実施して ，を し』と をすることを

も少くありません。

，こういう意味で発刊いたしたもの

くさ訊ること

ります。各

界の学術研究の資料として役立つならば，幸甚と存する次第てあり

キ
6

，この発掘調査にあたり， ,_ しヽ たたいた

員会をはじめとし， ご協力をいただいた，地元閲係町の方方に心か

らお礼を申し上げます。

長西原



例 □

1 . 本書は，みはる台小学校建設に係わら平山遺跡B地点の発掘調

る。

2. 遣跡は，諫早市栗面町に所在する。

3. 発掘調査は，試掘調査を長崎県文化課により昭和54年 4月9日

から 4月28日まで実施し，本調査を諫早市粒育委員会により同年

7月13日から 9月21日まで実施した。

なお，試掘調査を第一次調査本調査を知一 て、しレJ

述する。

4
 

諫早市教育委員会において行った。

5. 遺構の実測及び写真昴影は，秀島良｝翠，渡遷）哀汀が打い，

の実測，写頁狐影， トレースは秀島か行った。また一部は高野晋

司氏の協力を得た。

6. 本書め執筆は， Iを松尾誠， III-1を高野，他を秀島か行った。

7. 出土遺物は現在諫早市教育委員会が保管している。

8. この報告書で使っ勾高度1直は海抜高である。また方位は磁北で

ある。

9. 本書の編集は秀鳥が行った。

10. 発掘調査及び遺物整理，報告書作成にあたっては長崎県教育庁

よび古賀力，宮崎貴夫，永松実，稲富裕和氏

び助言を得た。記して感謝の意を表する である。
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第 1章調査にいi
r又仁止
心ヒ｝誨と

諫早市立上師野尾小学校の校舎の老朽化により，

土師野尾。平山両町でも関心が持たれるようになった。

諫早市教育委員会としても建築計画に力''り，昭和56年 4月開校を目指して年次的に工事着

ついての検討がなさ札て，地元

工することとした。

一方，建築用地の問題か検討きれた。現在校の場所に改築すべきか，若しくは他に適地を求

めるべきか， された。結果としては，現在校の場所は校区制の一部変更と基進面積狭

少との理由により不適であるとの結論が出され．現在校の外に転出，建築することになったの

である。

昭和53年 5 月，教育委員会は，土師野尾• 平山両町により提案された三ヵ所の候補地につい

て地元と の実地調査を行い検討を重ねた 現在の「みはる台小学校」，つまり県立連

動公園南側丘陵が最適であるとの決定がなさ礼た。

この建設予定地として決定された地点は，周知の遺跡として文化庁文化財保護部発行の『全

国遺跡地図ー長崎県ー』に「平山遺跡B」として笠載されており，そのため県敦育委員会にも

対処の方法について指導と協力を得ることとした。数回に亘る協議の結果，記録保存のための

発掘調査を実施することにした。昭和53年12月から用地の買収に力''り，地権者27名の協力を

得て学校用地取付道路，併せて40,583m'の買収を翌54年 2月に完了した。

第一次調査は，校舎建設予定地10,000m'tこついて昭和54年 4月9日から同月 28日まで県教育

庁文化課の協力を得て実施された。その結呆，約2,000面が遺跡の範囲として確認されたのであ

る。

また、第二次調査は，対象地約2,000面について市教育委員会において実施した。

なお，詳細については後章において述べる処である。

調査参加者は以下の通りである。

第一次調査

調査総括 飼田勇夫 諫早市教育委員会教育長（昭和55年 9月退職）

直喜同 （昭和55年 6月移動）

田渕茂夫同 杜会教育諜長（昭和55年 6月移動）

松尾誠同 補佐

同 （昭和54鉗 7月

川原万平同 同

調査担当 安楽勉長崎県教育庁文化聾~ 文化財保護主事

ー



闘査担当高野晋司

椙田一志同

文化財保護主事

文化財調査員

第二次調査

隅査総括前田勇夫 諫早市教育委員会教育長

徳永直喜同

田渕茂夫同 社会敦育課長

松尾誠同

同

島貞康同

なお今

原口 軌諫早市土地開発公杜

土井文昭同

靖噂原組

稲田三千年

の調査にもかュわらずり 々に

補佐

（昭和55年 6月移動）

としてお世話になった。記し

を表し！こい。

野々村ツル，上井浪江，山本ヅジ，田中ソツェ，江島タエ子，西山ヒデ，牧烏アヤノ，松尾

フミ子？松尾和広，鶴田澄枝，山口共ヌエ？靡島田久枝，稲田フサエ，鶴田知恵子，徳永テル，

馬場政信，川

土井貞子，

洒井サクエ，川

奇ミヱ，土井ヨシェ，田

川内ミヨシ，蒲田ヨンハ土井タカ，

ク'/ェ，毎詣喜代，官崎タミ子，

あたっては下記の方々の協力を

，松竹文子，福田

し

池田 山崎剛治，壼沢和明，御

山ロトシェ，柴田とし

均ミニ，山ロミチョ，山本ヒデ，

中川みよ子

を表しだい。

—り＿
年：



第 N章 遺跡の位置 丁四上立
わ孔づ方：兒

平山遺跡B地点は，

北緯32°49'30"を測る。

標高約50mPl外である。

分断されているが元来はより張り出していたものである。

埋津川が東流し，

また西側には土師野尾に源を

本遺跡を含めた周辺の遺跡群を概親すると，昨今衆目の注祝を

1 ( 

州横断自動車道域内

群は， 旧石器時代～纏文時代早期末• 前期の資料を多く

跡立地の在り方，

おいて新た

／` _̀l 

~
 

流路を北方にとって本明川と

しており，西大川を中心とした遺

生活。文化圏の復元に多くの示唆を与えるであろう。また

より

諫早車栗面町392, 393の 1,2, 394, 

は北方に向って高度を逓減する丘餃の東側斜面に位置しており，

当丘阪北側は現在島原方面と

る東大川が狭少な水田を

鷹野遣跡，
2 

（西輪

長牟田遺跡，

牛込Bぅ

された

昭和55年には A地点と対畔する，

竺
j

。長崎を結ぶ匡道57号線によって

この国道北側に小ケ倉）I¥と

して青い泥土の有明海へと流入している。

E
 

てノ

)
L
 

所在し東径130°2'30"'

ている

スQc

と注いでいる。

平遺跡など），及び現在は消減して了った九

岩下遺跡等）がある。 これらの遺跡

2 kmには昭

ある。弥生時代中期

つまり丘陵東側釘面の土取り

どを勘案すると丘［悛一

警が， 弥生時代前期末～古墳時代にかけての複合し ろうと推量される。なお， 当

遣跡と対峙する鷲崎の丘陵地に生活址が存在する可能性も十分あ i)'

る処である。

早急な確認が必要とされ

国道57号線を挟んで約 1k叫こ農業高等学校遺跡がある。かつて同所よ
許 5

り銅剣が出土したと報じられている。一帯は西郷（ニシゴウ）町と呼称され，『和名類緊抄』に
註 6

言う処の「新居（爾比井）」の候補地の一つに挙げら且ている。
け委）

また，小栗丘陵北方，

このように，本遺跡を取り巻く遺跡群の中には非常に貴重なものが多く，今後の解明の手を

必要としている。

註

1

2

 
っt)

県文化課

県文化課

県文化課

副島和明氏のご教示による。

田川肇氏のご教示による。

正林護氏のご教示による。報告書近刊

4

に

3

6

古賀力氏のご教示による

正林護「諫早市出土の銅剣」 九州考古学41-44

田中松雄「第四篇 古代」

瀬野精一郎「長崎県の歴史」

諫早市史

昭和47年

第一巻

昭和46年

昭和30年

co 
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平山遣踪B

平山丘陵遣跡

土師野尾遺跡

第 ・1図

4 土師野尾遺跡 7 小川林ノ辻遣跡

5 上師野尾窯跡 8 小栗遺跡A

6 II 9 平山遣跡A

平山遺跡B地点の位置及び周：辺遺跡分布図

八ょ



第III章 第一次調査

第一節 第一次調査の概要とその結果

分布調査の折には，屋根上の平担部分を中心に約10万面にわたって遺物の散布が認め

に一部露出した土層の堆•積状況は遺物包含層及び何らかの遺構の存在を窺いしめる

とりあえず包含層の有無，並びにその範囲の拡がり等の内容把握の必要性が生じる

，昭和54年 4月9日～同月28日までの16日間にわたって第一次調査を実施すること

設定には，諫早市開発公社によって測量されていた，南北に打たれた20m間隔の中心

ることとし，東西120m, 南北140mの範囲について一辺20mの方眼を設定した。

，東西軸は西から東へA-Gとし，南北軸は南から北へそれぞれ 1-6と付した。

の内A列と G列についてはそれぞれ地形的に傾斜が急である為に G-2G. において

ヵ所設定した他は，調査対象からはずすこととした。

，校舎建設予定区域約 1万面を対象面積として，その中に17トレンチ，計276面を

になる。

の結果，遺物包含層を認めた区域は， C-2, C-3, D-2, D-3, E-3 

ッドに於いてであり，現地形の状況からその面積は約2,000面程度に限定される

'夕のグリッドについて概略を記しておく。

4図，図版 2-1・2)

2 G. にまたがる 2XlOmのトレンチである。表土下約40cmで， Ill層・ 褐色土の

る。その厚みは40-60cmあり，石鏃や多くの黒燿石剥片が出土する。なおW層

｀頭大の安山岩の風化礫を含む黄褐色土層で無遺物層である。

堆積浅く，表土下60cmで地山に到る。包含層である III層の堆積は不明瞭である

押型文の土器片が 1片出土した。層位の堆積状況から遺跡の西限に近いもの

西壁南側には， III層が消失する。この部
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第 3図 第一次調査グリッド配置図及び発掘区域図
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分が遺跡の南限付近と思われる。なお， Ill層中より弥生式土器片か出上している。

D-3G. 

C-3豆において出土した押型文土器片の関連をみる為に設定したトレンチである。土層の

堆積状況は他の遺物包含層のある区と同一であるが， より III層中に礫か多く含まれる。またトレ

ンチ東南阻に焼土がみられ，中からスクレーパーか 1点出土した。しかし土器は出土せず，時

期は不明である。

E-3G, 

西から東へゆるやかに下る地形に設定した幅 2m, 長さ.20mのトレンチである。土層の推積

状況は他の区と巽なり，表土下に厚き60m程度の漆黒色土がみられ，遺物包含層である褐色土

は，東半の一部のみに認められる程度である。なお遺物は表層に集中し。漆黒色土からは出土

しない。

この他， B~2 Goにおいてマイクロコア 1点を

層は存在しない。

プ和Ii<;;J ,cl-" , , 

層 は浅〈，

もある

る隈りにおいては

仁
[

したが，表土下はすぐ地山

出土状況も

い包含

るか， D-3 G. 焼土に見られ

,OOOm'については，その区

をする必要が指摘さえしる。 （ 

, . 
'
 

一l

呼
＼
い
い
ー

'"' ゴ

第 4図 C。Cl-2G造物出土ドッ!・ ダ‘ップ

'"' 

第§図 D-ZGO土屠断面図
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房ー 調 出土遺物

17トレンチ，

検出した。出土遺物の多くは田層褐色土層中より検出されたが，

状態であった。前節において既述した如く，

るが， 遣物の出土は各ブリソドにおいて祖密か顕著に認められた。

（第 6図

図示した

平方向と絹方向に加文している。楕円粒は約 5mmはどを測る。上下は不分明であるため，

を上位にして示した。

る。

この他，胎土，

り荒れているため図示できない。土師器も多く検出されているが，小破片であるため器形

い知ることのできるものはない。

石器（第 7図

1は細石刃核である。

きない。

276面を調査対象として実施し，

図賑 3- 2) 

C-3 G. において表掠した押型文土器である。粒の細かい楕円押型文を水

器壁の厚さは約 8mmほどを測る。

より縄文式土器と認めら礼るものか数片あるが，小破片かつ器表力かな

図版 3-2) 

プラットフォームよりの加撃で打割さ九ており，

7条の剥離面を残す。上・下端はガジリ。黒燿石を素材とする。

石核より詞出された剥片は横広のものでさして大形ではない。

は他にも認められる。灰黒色を呈す黒燿石を

3は，サ

イドブレイドあるいは石鏃である。調査時に

素材としている。

出土。

］ ＇ 

f-

ン
，‘, り

9

r

 

)
、
，
~

ー
(
i

安山岩を使用し，

D-2 G. 出土。

上位を欠損。周緑より調整を加えるか一部剥

出面を残す。良質の黒燿石を使用。

々怯り部を有する。

c~zc 

るもので',

4は

より折損。

5, 

遺物包含層は約2,000m'/こ恒って認められたのであ

は内面茶褐色可外面罵褐色を呈し，

c~4 G. 

4 - 7は石鏃で，浅深の差はあるか各

を使用してお

形状だ呈す。片開は外方力らの加撃

7は所謂鍬形鏃

5は黒燿石を使用。

C-2 G. 出土。

一部自黙面を残す。

B面

7は

E-3 

石器88点， 土謡59点を

土器，

胎土は微細粒を

び表採によって

るという

全形を知ることはで

B~2 

る。打面は未調整で一部自然面を残している。打面ははぼ90゚ ずつ転移している。

枯上

0 5cm 
ヒ＝＝［三―ーニJ ----, ― 11=:-~ コ

第 8図土器拓影及び実測図(S-1/1)

2は

この

このように多打面を有する石核

，
 



G. 出土。 4・7共に脚端部がはねるクセを持つ。 6は黒燿石を使朋し，鋸歯状を呈す。

片脚を欠損。 E-3 G. 出土。 8は黒燿石を素材とした縦長剥片で，打面は未調整。パティナは

古い。 D-2 G. 出土。 9は安山岩を素材とした大形剥片である。打面は調整されて：Bり，最初

に剥出されたものである。表皮自然面を多く残す。使用痕は顕著でない。 D-2 G. 出土。 10は

安山岩製の縦長剥片を素材としたスクレーパーである。周縁より調整を施すか，中央部に多く

の素材剥出面を残す。上部彎曲郭の調整はラフであり，石匙のツマミ音Gを折損後，再調整した

ものかとも思われる。一部を折損。 D-3 G. 出土。
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第 1 図石器実測団 (S~2/3)
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第W章第二次調査

第一節 調査の方法と経過

1 . 調査の方法

第一次調査によって明確にされた遺物分布範囲約2,000面を対象として調査した。調査法は

グリッド方式を採用した。グリッドの設定は，第一次調査の基準杭，つまり N-1°-Wで予め

打たれていた20m間隔の基準杭を利用し，東ー西，南ー北に各々 5m毎に杭打ちを行った。し

たがって第一次調査時に設定されたグリッド C-1G. は，第二次調査においては A-D-1-

4 G. と16分割されたのである。 （第 3図）

グリッドの名称は， X軸のアルファベットを先に標示し， Y軸の数字を付して表わした。

調査は，各層位ごとに掘り下げ，遺構が検出された時は拡張し面的調査を行うことを原則と

した。

また，出土遺物はその出土位置を平板により 1/20でドット化し，同時にレベル取りを行った。

土層断面は，土層の堆積状況，地形の傾斜， 日照の問題を勘案してグリッド南西壁を各々50

cm残して，土層観察用の畦とし， 1/10で図化を行った。

しかし，次節におりて述べるが，土層の堆積が極めて単純であり，かつ調査期間が短かいこ

と，混在の様相が認められたため，同年 8月7日以後は，全面的な調査に取りかかることとし

た。よって，土層観察用の畦は，当丘陵東側斜面を東一西，南ー北に縦横断するように設定し

た。すなわち，東一西ラインは 5-6列の北壁を，また南ー北ラインは E-F列の東壁を1/10

で図化することとした。

2. 調査の経過

前項において記述したように，調査は周辺部より実施し，順次遺跡の本体と思われる地区へ

と進めた。このようにして，先ず J-11 G., L-lOG. の調査に取り掛った。

日誌抄

7 /13-16 発掘調査予定地2,000面の草刈り及び発掘器材の搬入。グリッド設定のための杭打ち。

7 /18-30 本日より発掘調査に取り掛かる。

周辺部の J-llG.,L-lOG., I-lOG., J-7G., G-lOG., E-lOG., F-12G. 

発掘を行うが遺物の出土は認められない。各グリッド南，西位に幅 lmのサブ・トレ

- 11 -



ンチを入れて包含層の有無を調査。遺物の包含層 され-'J:いまま基盤層と思わ

れる安山岩の風化クサリ霞を なる。表土から約 1-L5mはどである。

19日に謡材小屋を建てる。表土層から土器，石器の出土あり。 L-lOGにおいて認

められiこ締りの無い黒色土斑褐色土のベースである大山仄様の黒色土は I-Jライ

ン以西では認められない。よって，この層は浅い谷地形に流九込んだものと判明。

24日休憩用テント設営。

7/31-8/6 D-lOG。,E-9・lOG., F-2・3・12G., G-6G., H-6G., J-7G. の調

査を行う。 E-lOG. に於てグリッドはば中央に集石を認める。石材は被熱の痕跡を

認めず，りまた炭化物の検出等も焦<., 性格不明である。よって写直撮影，実測

うことにする。 H-6 G_において土師器か集中して出土し始める。また東北闊にお

いて軟玉(?)製小玉が 1個検出される。 6日より調査と併行して教育委員会内にお

いて遺物の整理を間始する。

8/7-13 全面調査を実施するため を行う。また土層観察団の畦及び土層断面

図作成の為の畦を設定する。周辺部グリソ I' 断面は南及び四壁とずることに

決定。縮尺はl/10で行うこととする。 H-SGばり土師謡か潰れた状態で一括出土。

を行い，縮尺1/2で図化することとする。 l-I-8 G., G-7旦の実測

ポイントを平板に落とす。

8/14・-16 盆休み

8/18-31 F -6・7・8 G., G -6・7。8G。, H-6•7·8G 等の褐色土層の調査。 H

-8 旦土器集中部のグリッド拡張及び精査を実施する。 D-6•7G。, E-6・7 

Gの表土排除を行うか，安山岩クサリ礫混りの土層が現われ，逍物包倉層の南限を

確認。 E-4 G. において鍬形鏃をはじめフレーク，チ・／プ類の出土か目立つ。 E-

4 Gからナイフ形石器出土。 D-4・5 G. においてナイフ形石器，台形様石器をは

じめ剥片，砕（屑）片の出土目立つ。 H-8 G. 一括土謡実測完了。

9/1 D-,1•5·6G。, E-3,4。5・6且等の調査。 E-4じの褐色土層の堆積か

かなり厚く認めら且ていたか，徐々に次層に近づいており，漸次ベースになるもよ

う。安山岩質円礫～巫角醗が多く現わ汎ており，基層はかなりの凹凸が認められる。

D-5G., E-5G. において不明土堀各一萎検出。

9/2 調査期日と調査範囲を勘案し，本日より表土排除をユ>ポを使って行うことにする。

9/5-20 表土排除に伴い，褐色土の精査。 H-SG』こ於て潰れた状況の高杯を

影・実測を行う。土層断面図の作成。各グリ／ドの遣物取り上け，不明土渭の精査，

写真撮影，実測を行う。

9 /21 本日を以って調査をずべて完了する。

実働52日，作業外業員延べ人数1,198人，調査面楕1,500m'であった。

~12~ 



"r91 

第 二 節 層 位

当遺跡を縦横断するように設定した土層観察用畦の中，東西ラインつまり 5-6列の土層断

面図及ぴ土層堆積状況の対比のため L-lOG.の南壁断面図を図示した。

まず， 5-6列の土層図より簡単に説明を加える。（第 9図）

I層 表土

II層 褐色粘質土層，粒度は細かく均ー。しまり，粘性に富む。若干のカーボンと風化安

山岩粒を含む。乾燥すると縦にクラックが走る。遺物包含層。

II a層 黄褐色粘質土層。 II層上部にのるレンズ状堆積物。粘性があり，細粒で均ー。極めて固い。

III層 黒褐色土層，粘性弱くやや砂質っぽい。細粒でサラサラした感じ。

w層 暗黄褐色粘質土層。 III層と似近るが，粘性が強い。砂粒を多含する。

v層 暗褐色粘質土層。風化安山岩礫を若干含み，しまり，粘性ともに強い。地山との漸

移層か。

基盤 風化安山岩礫層でクサリ礫化しているのが窺える。拳大～人頭大の風化安山岩を多

含する。中には一抱え～二抱え大の安山岩円礫も含む。

次に，東位下方に設定した L-lOG.の土層堆積状態を見てみよう。（第 8図）

I層 表土

s
 

N 
46 67 Om• 

第 8図 L-lOG土層断面図
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I 表土

II 

II 
褐色粘質土層

III 
a 黄褐色粘質土層

N 
黄褐色土層

v 暗黄褐色粘質土層

暗褐色粘質土層

o/c 

-—-s, 838 

ー

ヽ-51 738 

--
51138 ← 

｀ ＼ 

← ↓
 

I I H 

ー

GI F 

石垣およびウ ラゴメ

第 9図 5,__; 
6列土層断面図 (S-

1140) 

石垣およぴウラゴメ

II a 

2m 
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II層

II, 層

II"層

Ila層

III層

III a層

lII b層

褐色枯質土層

II層と大差ないが，

II, 層より色調でやや暗い。

暗褐色帖質土層

黒色帖質土層

乾燥すると縦にクラックが走る。

暗黒褐色土層

唄褐色帖質土層

， 
刀一

J~' 、
,jヽ ／， 

JU b , 層茶褐色帖土質

w層

Na雇

1V b層

V層

暗黒褐色粘質土層

暗褐色帖質土層

黒色枯質土層

暗褐色帖質土層

このように， 土層

層の堆積が厚〈なる

乍
リ圧且三第 遺麟お'

1 . 遺物の分布状況（第10図）

層位的に

，＇ 
、）

焼土塊を

された訳ではなく，

遺物個々を層位的に

は

マ
Q

一平面(、

督に認められだ。石

ととする力¥

粒子は細かく，

しまりが強い。

しまり，

て固く，

-5 G., 肖IJ翌らがじ。 E-4-5G。9

D•E-4 。 5 G-, 

士
6

帖性も弱い。

カーボンは含まない。

しまりが強く枯性に富む。

所謂クロボクといわれる土に似ており，

部分的に褐色土が混入。帖性は弱〈サラサラしている。

粒子細か〈， しかもしまりは弱い。帖性に富む。全体的に少量の

しまりは強〈堅い

しまりはやや弧＜帖性に富む。焼土塊を若干含む。

土塊状を呈す。

粒子細か〈，
＇ 

r
l
}
 

まーし

なり厚く認めら訊，

を認めることができる。

所謂包

ることは

。峻別できる

を

，
 

ク

V
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田
{
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ふ

帖性共に強¥.,'。

L-lOG., うまリレベルが下がるに

石器は D-G--4・-6Gにおいて多く：認められた。
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，
 よ+6 

＇， 等器

カーボンを少量含有する。

を示す。

粒子は極めて細かく均一てある。

と言われ

った。

及びG一生 G.に分布の

る傾向
。

-令

しかし，

った。

拉子が細か<

てしまったとする

を反映しているようだ。

G-L1G., 石鏃がい ・E-4 。 5)
： 

できなかったため

辻,1-t I c.-, , l 

i

も

詳細は條日

るようだ。

である。

されてお

りG 。I-!-5 -8 G. に分布が認められ，

と土器の分

し］こがって石器＂土器の遺物国
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またナイフ

その中でも
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状態で存在し，

甕形土器底部の一部を内面上位にして検出した。共に脚部を欠損している 0
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H-613.(第12図 図翫 9- 1) 渇色土層中よりの出土で益，甕を検出した。

態であり口緑音いを下に，また甕は胴部破片で内面を上にしている。

H-8臼（第13図 図胆 9-2, 10) 褐色土層よりの出土で 2カ所集中地点が認められる。

南側集中地点は甕が主体で外面を上にするもの多く，立ちの状態も認められる。北側集中地点

も甕か主体で内面を上に或いは下にするもの祖半ばし，立ち状態の破片も存在する。

以上， 4カ所程度の出土集中地点か確認されたが，完形に復ずる資料は一例も存在しない。

攪乱による散逸が考えられるが，土器が本来の檬能を喪失し，廃棄の状態を示しているのであ

ろうか。また H-5Gにおける高杯の出土状態は意識的に据置されたものと者えられる。性格

機能に関しては墓址あるいげ祭祀的なものかと推されるか憶測の域を出ない。軟玉製小王と関

連を持つか不明であるか興味深い現象である。当該資料の今後の類例増加を侯つところ大である。

20cm 

第12図 H-6 G. 土磐出土状態宴測図〈s-・1/身）
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魔1J
 

土2
 

褐色土層下部からクサリ礫化した安山岩風化礫層上部において検出された。 4

おり， 1号土堀は C-4・5 G., 2号土壊は C-4G。, 3号土壊は D-5 G, 4 

5 Gにおいて各々検出した。この中， 1・2号土横を図示・脱明する。

（第14図図）坂11)

不繁楕円形のプランを呈し，長径250cm, 短径160cm, 深さ 50cmを測る。壁面から不明

面にかけて20余ヵ所の窪みが存在し，砂質土の充墳か認められた。この窪みは方向に蜆則性が

認めら礼ず，また先細りになって終ることなど共通した特徴をもつ。出土遺物は僅少で土師器

5''7 
ご

1-
,,<, !_ 

E-

甕形土器片，黒燿石罰片が検出され土漂の埋没期を示している。覆土は

：層褐色帖質上層 粒度は極めて細かく枯性に富臼。乾燥すると縦にクラックが走る。

訂 II暗褐色粘質土層 色調において I層と異なる。

皿！明褐色枯土層 しまり，帖性ともに弱い。若干の砂粒を含む。

NII青灰色粘質土層 地山風化土と思われる。帖性はやや強い。

2号土城（第14図図販12)

不整円形のプランを呈し， 1歪200X225cm, 深さ60cmを測る。断面舟底状で 1号土壊同様明確

な床面は存在しない。 1号土壊同様方向に規則性のない窪みが認められる。また覆土中及び壁

面から突出する安山岩自然礫も存在する。遺物は土師器一片と少ない。覆土は

I層 褐色粘質土層 粒度は細かく枯性に富む。乾燥すると縦にクラックが走る。

I a層 I層を基調とするが色調は暗褐色を呈す。

I b Ii I層を基調とするが色調は黄褐色を呈す。

I C II I層と V層の漸移層。色調は I層に似るが安山岩風化聰を含む。

II層黒褐色枯質土層 枯性に富み若干の砂粒を含む。

Ha層 汀層を基調とし，しまり・粘性ともに強い。

II b層 II層と V層の漸移層。全体にボソポソした感がある。

III層暗褐色帖質土層 砂粒を含むが帖性に富んでいる。

III a層 III層中の独自の堆積物。黄褐色を呈する帖質土でしまりが強い。

N層暗褐色帖質土層 m層よりも色調が若干明る＜，また砂粒を

v層青灰色帖質土層 地山風化土と思われる。帖性！よやや強い。

当該土壊は「不明土壊」「性格不明の落ち込み」「ローム盛土土壊」などの呼称のもとに，八

為的な遺構であるか，若しくは自然的営力により遺された落ち込みであるか，種々論議かされ

てきた。調査者により人為的な遺構と認めるもの，遺構とは認めないものの両者があるが，こ
註 1

れについては能登健氏論文に詳説してあり本項では割愛する。

~20~ 



本遺跡では前記のように 4基確認されているが， 形態は 1 2号が不整円形

3・4号が不整長方形と様々なプランを呈している。しかし，断面は共に舟底状若しくはスリ

バチ状を呈し，明確な底部。床面は有していない。また不明確な床面も堅〈締っている状態も

認めることはできなかった。

壁面及び床面には更に幾つかの窪み・ピットを有し， その方向に一定の規則性か認められな
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いこと，また先細りになって終ること，充填土は砂質土であることなど共通した特徴をもつ。

また，覆土からの遺物も極めて少なく，当土堀の特徴を良く示している。

以上の理由により人為的な遺構と解するより，自然的営力により遺された落ち込み「風倒木

鳳として理解しておきたい。また所属時朗は 1号.2号土墳の出土遺物により古墳時代以降

の所産である。

註 l 能登健 「発掘調査と遺跡の考察」信濃第26巻 3号昭和49年

3 集石遺構（第15図 図版13)

発掘域西端高所E~lQG において表土直下，安山岩風化礫混り土層上位で検出した。

石材は安山岩系の自然礫を使用しており小児人頭大～人頭大礫を90X60cmの範囲に上面を撒

えるようにして据置していた。また西側直近には集石を半円形に取り囲むように配石した状態

が認められた。

この集石下部には径65--55cm, 深さ 5cmはどの浅い土壊が認められ，同床面東南寄りには径

10cm, 深さ 5⑩はどの断面U字状を呈するピットが更に穿たれていた。土堀は極浅であるが安

山岩風化礫を含む褐色土から掘り込まれ，床面は基盤である安山岩風化礫混りの黄褐色土層に

到逹している。

石材は被熱の痕跡は認められない。また周辺よりの遺物の出土，炭化物，焼土面ともに認め

られなかったために遺構としでの集石として取り扱うべきか若干疑問視されるところであるが，

石材裾置の方法，下部土塘の存在より遺構として取り扱うこととした。また当集石東側グリッ

ドにおいて原位置を遊離した状態の焼土塊が遺物包含層中より検出されたが集石との関連は不

明である。

当該集石遺構は近年，本県においても大規模調査の結果類例を増しつつある。本市占中核工

業団地内遺跡において，蠅文時代早期末～前期にかけて集石遺構および炉穴等がかなりの基数

註 1

検出されている。規模。形態において数タイプに分類でき，機能的にも幾つかに類別できるよ

うである。

本遺跡においては一基のみの検出であったが，焼土塊の遊離，遺物分布との隔絶が認められ

る。この現象が遺跡構造の一類型を示しているのか，今後類似遺跡の増加，分析により聞明化

すべき要素を有している。

一遣跡内における遺物分布の分析，及び集石遺構との結合，一定地域内における河川，湧水

地立等を媒介とする遣跡の在り方，つまり徴視的分布から概念的分布，巨視的分布と高次元化
許 2

することにより初めて人間行動の実体が明らかになるものと考えられる。

註 1 長崎県文化課 副島和明氏のご教示による。
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4. 石器

ナイフ形石器（第16図 1-5, 図版14-l) 

1は黒燿石の縦長剥片を素材としておりバルブは残っている。左側縁と右側縁中位までり主

要剥面方向からのプランティングを施す。また，刃部は判片の鋭い緑辺忍利用している。

であり断面悌形を呈す。 E-5 G. 出土。口は一部赤色を混える思燿石の縦長剥片を累詞として

いる。先端部を背面→正面の力で折損している。ブ弓ンティングは左側縁のみに正面・背面（万

両側から施す。刃部は剥片の鋭い緑辺部を利用しており使用辰が認められる。断面三角形を呈

克H- 5 G. 出上。 3は良質の黒燿石を素材とする。先端部を背面→正面の力で折損している。

ブランティングは右側緑と左側縁中位まて施し，背面の基部加工も認められる。断面悌形を呈

主D-5豆出土。 4は良質の黒燿石を利用しているか，先嬬部を折摂している。左側緑と右測

をブランティ>・ グしたものと思われる。断面悌形を呈す。 H-7G出上。 5はナイフ形

百謡の晶部と思われ，左側緑にブランティングを施す。背面→正面の力で祈損。艮質の黒燿石

を素材としている。 H-7 G. 出土。

（第16図 6-8, 図版14-1) 

6は良質の黒燿石を素材としている。累材は横位に使用し，バルブは切断，除去されてい～゜

左側緑はブランティング，右側緑は正面→背面の力で折断，また正面は右側緑より調整剥離を

加え，厚さを減じている。正面下部ガジリ。表採。 7は良質の島燿石縦長剌片を素材とし縦位

に使用。正面は周縁より平担剥離を全体に加える。また背面にも大きな剥離面を 2枚残し，緑

辺は調整を加える。刃部先端カシリ。 D-4 G. 出土。 8は良質の黒燿石を素材としており，左

側緑にブランティングを施す。刃部と右側緑に使用痕が認められる。 E-4 G. 出土。

細石刃（第16図 9・10 図版14-l) 

9・10ともに良質の黒燿石を素材とする。ともに，正面には三条の剥離批を残す。 9は頭 0

を折断する。 E 4 G. 出土。 10は尾部を祈断。 D-4豆出土。

石核（第16図11・12 図版14-1) 

小形の石核で黒燿石を素材としている。 2面の罰離面を持つが，それそれ打面調整は施さな

1,・,。また他面はそ礼ぞ訊自然面を留める。 E-3 G. 出土。 12は を素材としている。ネガ

子イプ..ハルブを留め打面は狭少である。下端部を右方向からの加撃で剥片を飼離している。

現存 2枚の剥離面が観察される。打面の調整は加していない。 D-4 G. 出工。この他，包含層

•;:_び表土より 10月はどの出土かあるか‘，全て小形のものである。打面調整を施さないこと，打

を行なわないことで共通しているようだ。

剥片む砕片（屑片） （第16図15 第18図22 図版14-2) 

図15は黒燿石剥片て正面に 3枚の剥離面を有し，打面調整は施されている。 D-4G.出
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土。

片にしては小形にすぎる

上げた。

206点の

l -L5cmはどを測る。

背面→正面の力で初断。打面は

剌出さ乳るものを砕片（屑片）という

きものがあるのかもしれない。

握器（

〈局緑に

割器（

刃 多
j

旦は分厚い剥片

全周を両面より

を施す。

しだものをまとめた。
約

その一側縁に施刃。

1は 2個のツマミ部を作出。
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り龍刃。 25は片面のみの施刃。素材は安山岩の料片を多〈使用しているが， 4, 第18図

23, 25は黒燿石を使用。第16図13はF-2 G., 14はE-4 G., 第17図］は E-5G。, 2は表採

4はD-4G., 5はF-4G。, 6はG-2G゚，第18図23はD-5 G., 25はH-6 G. 出土である。

使用痕のある剥片（第17図3' 第18図24, 第19図13, 図版16-1・2) 

第17図 3は黒燿石を素材とした横広の剥片で右縁に刃こぼれを認める。打面部は除去されて

おり，一部自然面を残す。 F-3G出土。第18図24.は黒燿石刃器状剥片で右側縁に刃こばれを

認める。打面調整は施していない。 C-4豆出土。第19図13はサヌカイト製剥片で正面に一部

自然面を残す。左・右両側緑に刃こばれを認める。 H-6G出土。

石鏃（第18曰l-21 図版16-1。2)

25点を検出，表採したが，このうち21点を図示した。形態技法の上から 3つに分類できる。

I類 (1-17)浅深の差はあるが，各資料ともに基音似こ吠りをもつものである。この中， 1 

-8は特に袂りが深く，所謂鍬形銀と呼称されているものである。袂り飩末端は細かい胴整を

施しているが，彎曲部は 2-3図の加撃で作出している。 11は両側緑を鋸歯状に作出。鋭い閻

端部，深い才い）を有つ。 14は両側緑が若干内彎して先端部に到る。素詞は., 7, 10が安山岩を

使用しており，他はすべて黒燿石である。 1, 4, 7はD-4G., 5, 17はD-5G魯， 3, 14 

はE-3 G., 3はE-4 G., 6, 15はE-5 G., 8はF-8G。, 2はG-3G。,10はG-J, Gパ

9はH-5 G. 出土で］ら 13, 16は表採資料である。

II類 (18-20)基部は平坦に作出されており，三角形状を呈するものである。周縁からの加

工は入念である。共に黒燿石を素材としており，すべて完形である。 18はG-4G.,19は

20はE-4豆の出土である。

III類 (21)磨製の石鏃である。丁寧に磨かれており，表裏ともに僅かに稜をなしている。小

形のもので周緑に加工痰を若干残す。黒燿石製で， D-5 G. の出土である。

以上， 3つに分類したが，使用によると思われる折損は I類のみに認められる。脚を折損す

るもの (1, 5 , 6 , 13), 先端部を折損するもの (5, 6, 8, 17)があり，この中 6は両

位ともに切損している。

（第19図12, 図版17-1。2)

彫器は黒燿石剥片を素材とし，切断後，早打の彫刀面を作出。 1 中よりの出土で

ある。他に単打の彫刀面を有つ 1例がある。

石錐（第19図 1・2 図版17-l。2)

lはチャートを素材としたもので，一方は詞片の緑辺を使用して調整を行い？他方はノッチ

によって尖端部を作出。表採。 2は未調整打面より剥出された横広の剥片の一部に， 2つのノ

ソチにより尖端部を作出している。黒燿石を素材としている。 F-3 G. 出土。

二次加工のある石器（第19図 3-11 図版17-l・2) 

すべて黒燿石を素材としている。不定形の剥片を使用しており，微細な刃錦を複数力所有つ
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ものを一括した。主要剥離面からの加工が多いが， 4のように両面に及ぶ例もある。削器とし

て分類すべき処であるが，素材の用い方，施刃の在り方，複数力所に刃部を有つことなどから

一応削器とは別に分類した。 3はB-3 G., 4はD-4 G., 5はF-2 G., 6はE-3 G., 7 

はF-3 G., 8はG-4G., 9はD-5 G., 10はH-6 G., 11はD-5 G. 出土。

5. 土器（第20・21図 図 版18)

調査により検出された土器は， ドット・マップにより取り上げた約500片、及び微細な実測

図により取り上げた土器集中地点 4ヵ所である。大多数が土師器であり中に数片の弥生式土器

が存在するが全て小破片であり原形に復するものは存在しない。また第一次調査時に得られた

押型文土器の類や縄文式土器は石器を除いて全く検出されなかった。

以下，復元実測により図示した資料について説明を加えよう。

甕形土器（第20図1-5) 

ロ縁部から胴上半部にかけてのもので，主として口縁部の形態等により 3類 5種の分類が可

能である。全て H-8 G. 出土である。

I類(1) 胴上半部から反転して「く」字状に外反する口縁部を有するもので，口唇部は内方

上位につまみ上げ気味におさめており，内面に稜線が入る。口縁部は内外面ともにヨコナデ仕

上げ。頸部以下つまり胴上半部は内面ヘラケズリ(?)により 2rrfm前後と他の土器に比し薄く仕

上げられている。外面はナデ仕上げ。色調は淡茶色を呈し，胎土は 1-2 mm大の石英粒が目立

つ。焼成は良好。復元口径約20cmを測り， 1/2ほどを残す。 II・III類及び他器種の土器に比し，

胎土・焼成・色調において若干趣きを異にしている。

II類 (2・4・7) 胴上半部から「く」字状に外反する口縁部を有するもので，口縁部は僅

かに凹凸を見せながら口唇部に到る。口唇部は平坦におさめる 2・7をIIa類，ナデにより若

干中凹み気味におさめる 4をIlb類として区分できる。

2の胴部はほぼ均ーで，内外面共にハケにより仕上げる。口縁部内外面共にヨコナデ仕上げ。

色調は赤褐色を呈し，胎土は細砂粒を含むが精良。焼成は良好である。口径約23cmを測り 1/4程

を残す。 7は胴部ばぼ均ーで，口唇部が僅かに上方に突出するクセをもつが意図的につまみ上

げたと言うよりナデにより結果的に突出したもののようである。胴部内外面はハケにより仕上

げ，口縁部内面にも僅かにハケ目痕が残る。爾後外面と共にヨコナデ仕上げ。色調は外面淡茶

褐色，内面赤褐色を呈し，胎土は細砂粒を含むが精良である。焼成は良好。小破片のため口径

不明である。 4は胴部ほぼ均ーで内外面共にハケにより仕上げている。口縁部内外面共にヨコ

デ仕上げ。色調は外面淡茶褐色，内面赤褐色を呈す。胎土は細砂粒を含むが精良であり，焼

刀良好である。口径約18cmを測り 1/2ほどを残す。成形時のヒズミがかなり顕著である。

III類 (3・5・6) 胴上半部から「く」字状に外反する口縁部を有するもので，口縁部は中
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第21図土器実測筐(2)〈S-1/3) 

る口縁部か付くもの。

8は口縁部から胴部にかけての破片で， 口唇部を欠・｝員している。国部ははは‘均ーに仕上げら

れ., []縁部は反転してつはまり気味に終わりそうた。胴部外面はヨニナデ仕上げ，内面はハケ

により仕上げる。口縁部は内面ハケのちナテ仕上げ，外面ヨコナテ仕上け。色調は茶褐色を呈

す。胎土は細砂拉を含むか精良である。焼成艮好。 口径は/・ト破片のたの不叫。表層出土。 9は

胴上半部からロ を欠損している。捗11部は脚攀に向って漸次厚さを誡じ，端部は平坦にお

さめて 1ヽ ヽる。胴音〖は接合部位より次第に厚さを減，じている。闘部は外面ハケにより i士上けてお

ナデ仕上げ内面はクモの巣状を呈する/'ケによって仕上ける。

は不分明である。色調は淡茶褐色を呈主胎土は精艮。焼成良好。詞部底径8.5cm,現存高12cmを

図は口緑部から胴音〖にかけての破片である。胴部はげば均ーに仕上

，反転して外反する口緑音〖が付く。口唇邸は九〈おさめている。調鯰は，胴部外面横方飼圧

らのヘラケズリ，内面ヨコナデ仕上げ，ロ 外面共にヨコ＋デ仕上げ。色調は赤褐色

呈す。胎土精良。焼成良好。口径約17cmを測るか約1/7しか残存しておちす不分明であミ。

~7 じ出土。

った高杯杯部は，相似た形態を示しており同一類としてまとめることがで

3 ここでは脚柱部の形態により 3頬に分類した。
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三，-口―唸')C:-=-7て

I類(13)

II類(14)

III類(15)

短かい脚柱部を有するもの。

脚柱部中位がエンタシス状に中膨らみするもの。

脚柱部かエンタシス状に中膨らみすることでは II類と同じであるが，

填されており中実のもの。

杯部と脚柱部の接合法はホゾ挿入式になる例か多〈見受けられる。色調は13の淡黄褐色を除

けば全て赤褐色～赤黄褐色を呈している。胎土は13を除けば水簸した枯土を

全て精良である。 また焼成も全て良好である。

10は杯底部の屈折かはっきりしており杯部は

工具，若しくはヘラによって中心から周辺に向ってケズリを施している。杯部外面はハケの後ヨ

コナデ仕上げ。杯部内面から底部にかけてはヨコナデ仕上げ。

H-5 G. 出土。 11は表層出土のもので10と相似た形状を示す。調整は

復元口径1哀m,

内彎

同器高 6cmを測る。 12は杯底部の屈折か明確で，

て口唇節に到る。 口唇部は尖り気味に丸くおさめる。杯底部及び料部内外面ともに

ョコナデ仕上げ。口径は16.5cm, 杯部恭高6.5cmを測る。

かけてのもので脚端部を欠損している。はば中位には強いヨコナデにより稜線か 3本入る。調巖

は内外面共にヨコナデ仕上げ。 H-6G出土。 14は脚部のみでエンタシス状の脚柱から大きく

がる闘裾にかけてのものである。脚端部は丸〈おさめている。反転。屈折部位に 3孔を穿つ。調整

はヨコナデ仕上げと推される。底径12cm,脚部器高7.lcmを測る。

半球形を呈し，

を含むが精良である。焼成良好。

H-6 G. 出土。

゜
6) 

口怪9,8cm, 胴部最大径10cm,

その他の遺物（第22図， 図版18)

きく

ロ径18cm, 杯部器高 7cmを測る。

H-5 G. 出土。 13は杯底部から脚柱部に

表層土より多〈の遣物が遣構と遊離した状態で検出さ札た。

近世陶磁器，瓦等の破片がその主たるものである。

ここでは，

厚さ6.5mmを測る。孔は一方向からのみ穿たれ，

個のみの検出であり，

特に高杯の出土状態及び土器の組成の貧弱さ，

を勘案すると，埋葬若しくは祭祀に関連があるものか，
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脚柱内部が充

したと推され

る。杯底郭外面はササラ状の

ているため不分明。

杯部は10と同様接合部より

H-8 G. 出土。 15は杯底部位と脚

柱部のもので半欠損している。調整手法は器表が荒れているため不分明である。

盟形土器(16)

H~6 Goにおいて褐色土面より出土した小玉を取り上げる。

使困された石材は軟玉と推される。径 6-7 .5mm, 孔径 2-3.5mIJ, 

紐ズレを認める。一

多くを語ることはできないが遺物の出土状態，

遺跡立地の在り方等

H-5G出土。

口唇部は若干内彎しており尖り気味に丸くおさめる。胴部外面上半及び内面は

ョコナデ仕上げ。以下は上から下へのヘラケズリを施す。色調は赤褐色を呈する。胎土は細砂拉

器高6.5cmを測る。約1/2はど現存。

[D 
0 2cm 
し＿し I : 

と推量される。第22図小玉実測図(S-1/1)



最後に本調査において検出し得た遺物の中，特に土師器を掠出して検討し， まとめとしたい。

本遺跡から検出された土器は，土師器が大部分を占めている。

土器，紐形土器と器種的に少な〈土器のセソト関係について必すしも十分とは言えない憾みを

有つが，ここでは当土師器群の所属時期を考えてみたい。

褻形土器は口縁部及び口唇部の特徴から 3類5種に分類可能である。 I類は「く」字状に外反し，

直線的に廷びる口縁部及び内側上方にツマミ上ける口唇部を有つ。内面は極薄に仕上げら汎ており，

ヘ弓ケズリ

と，ま章-l 

が

``
 第

ら礼たものと推されるが叩さ技法が用いられたか否か不明てある。しかし，

田中氏諭文で指摘する通り「口緑部は『〈』の字形に外反する。口緑靖部は小さ〈上へつまみあげ

て，横になで，上方へ拡張した形になっている。婿部内面の肥厚ずるものはない。」とする庄内

式の特徴と，「端部のつこ［みあけをなでつけることによって布留式の甕の口緑蝙部の内面肥厚が

すると考えられる。」とする布留式の特徴との差巽よりす札ば，当 I類は布留式以前の庄内

入ると推乞れる。この時期の資料は本県では そ

の類例を求めることがで苔るようであり，今後の資料の増加を期待する処てある。 II類

若しくは長胴形の胴部を有すると尼わ訊，底部の形状は下明である。 I<」字状に外反し，徴砂

な凹凸を見せ□唇部に到る口縁部を有ち， 口唇部は平坦或いは中凹み状におさめる。 Ill頷は

扁球形の胴部を有すと推さ訊底部不明。口唇部のおさめ方により g分類が可能である。この II

類，曰類は共に胴部内外面ハケにより調整している。 I類より新相を示しているが，内面バケ

調整は在来の技法を伝承しているものと推きれる。
計： 3 註： 4 

さて，内面ヘラケズリ技法と内面ハケ調整が混清する遺跡として今光遺跡，地余遺跡，有田遺跡，
註 5

湯納遣跡等か在る。今光遺跡心也余遣跡においては「 II其月（庄内式併行期）では出土土器詳の中に

外来系の新たに出現する時期で，．ぃ…外来系の内面箆削りと在地系の内面刷毛と箆削りか共存する

時期であることは明確のようてある。」とし II期の庄内式から lII期の布留式まで存続している。

有田遺跡ては31街区， 17{封区共に両技法の甕形土器が検出されている。 31缶区出土土器を有田

I期とし， 17街区出土土器を有田 II期として設定された。 I期は「著し〈弥生的要素を失って

斉ー化の要素を示している。五領式の要素をもつとはいえ，和泉式に接近した時期に比定され

る。」とし， II期は「一部第 I期に重複するもので和泉式文化期でもその前半に相当するであ・ろ

う。」とされた。湯納遺跡においては，その出土土器群から湯納 I, II, Ill式が設定され， lll式

まで両技法の混沿が認めら］しる。有田遣跡との関係では有田］期を湯納II式よりやや新しく，

有田 II期を湯納llI式に祖当するとされた。これらの成果により両技法の混i肴は新来の技術とし
許 6

て叩き技法とともに弥生時代終末期から始まり，（若干の地域差，時間差は考えられるが）布留
註 7

式の新相の段階で終焉するものと考えられる。
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以上により II類， III類は内面ハケ調整法の残存，口縁部のおさめ方等により布留式の段階で

も古相として把握できよう。
註 8

鉢形土器は 3個体あり 3種類に分類できる。 I類は立花貝塚上層出土土器に類列が求められ

る。 II類は脚台付の鉢形土器と推され，弥生時代からの遺存形態を示すものであろう。またIII

類も同様，弥生時代からの系譜を引くものであろう。

高杯は杯部の形状において近似しているが，脚部にはバラエティーがある。 II類， III類及び

註 9

杯部は湯納D-5溝一括土器に類例がある。 I類としたものは II類， III類に比し色調，胎土に
註 JO

おいて著しく異なる。この短脚の高杯は本明石棺群出土土器に類例がある。
註11

盆形土器は半球形で口縁部が若干内彎しており，黄金山古墳出土例に類似している。

以上により本遺跡出土土器群は，その出土状況より一括土器として把握でき，土器相により

庄内式～布留式の古相の段階に比定できよう。
註12

さて本県においては須恵器出現以前の所謂古式土師器の出土例は少なく，ために編年も完備

されていない現状であるが，ここでは土器の流れを若干検討してみたい。
註13

近年調査された大村扇状地に立地する黒丸遺跡では，良好な古式土師器が多数検出されてい

る。旧河川内から検出されており布留式を中心とする時期のものであるが， Fig48-14, Fig 

50-21等は古く位置づけられそうである。また Fig49-18等は大堂遺跡に類例が求められ新相

を示している。当遺跡においても内面ヘラケズリ技法とハケ調整の両技法が混涌している。Fig

47-4の調整手法は，ハケ調整後ヘラケズリを施し，ナデによって仕上げている。 Fig48-g 

もほぼ同じ手法によっている。これらは在来のナデ・ハケによる技法から，熱効率の良さ，調

整手法の簡略化をもたらす新来のヘラケズリ技法に移る過渡期の所産と考えられる。

このように各遺跡出土の土器により，大堂遺跡 I類，本遺跡 I類を構成する一群→本遺跡・黒丸

遺跡の主体をなす一群→黄金山古墳出土土器群→大堂遺跡の新相を示す一群という変遷が現時点で

考えられよう。だが大堂遺跡と黄金山古墳との間には 1-2型式の間隙が存在するようである。
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図版



図版 1

1 . 平山遺跡B地点遠景（北側から）

2. 平山遺跡B地点近景（北側から）
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図版2

1。第一次調査D-2G.遣物出土状況（東から）

2. C・D-2G. 遺物出土状況 3. 調査風景
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図版4

1. L-10G. 土層断面（南壁）

2. L-10G. 土層断面（西壁）
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1. E-5G. 石器出土状況

2。 H-5G.石器出土状況



図版7

1. H-5G. 土器出土状況

2. H-5G. 東側高杯



図版8

1 
. H-5G 

・東側高杯除去後

2. H
-5G 

• 西側高杯



図版 9

2。 H-SG.土器出土状況



1. H-8G. 土器出土状況（南側集中部）

2. H-8G. 土器出土状況（北側集中部）



図甑＂

土層断面
（南楓Iがら）1 . 1号土凛

ロ土藻堀し） 上げ後 （南偲Iから）2. 1方



図版12

1 . 2号土堀土層断面（南側から）

2. 2号土堀掘り上げ後（南側から）



図版13

1. E-lOG. 集石遺構（東側から）

2. E-lOG. 土堀（石材除去後）
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図版111
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1 . ナイフ形石器・台形様石器・石核ほか

゜
10cm 

2. 剥片および砕（屑）片
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図版18

&cG 

0 5cm, 
I I 

土器および小玉
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